
 
 

 
 

 
 

 

  

３月９日（木）、春らしい青空の下、第 76 回目

となる卒業式を行いました。 

 
【写真：卒業生入場の場面】 

小学校卒業を目前にした令和２年３月、新型コ

ロナウイルス感染症対策のため全国一斉の臨時休

校となり、保護者の方々も在校生も参加できない

卒業式の中で小学校を巣立った生徒たちでしたが、

今年度の式は、保護者、来賓、在校生の見守る中で

行うことができました。 
さらに、２月 10 日に文部科学省が通知した「卒

業式におけるマスクの取扱いに関する基本的な考

え方について」に基づき、卒業生と３年部職員は合

唱する場面を除き、マスクを外して差し支えない

ことにしたため、本校では卒業生全員がマスクを

外して入場し、晴れやかな表情で新たな門出を迎

えることができました。 
 コロナ以前は「当たり前」だった光景ですが、こ

の３年間を振り返りながら改めて「当たり前」であ

ることへの喜びと感謝の気持ちを抱くとともに、

その大切さに気付くことができました。 
 
 式では、潟上市長 鈴木雄大（代理 副市長 鎌

田雅人）様から「９年間の義務教育を終えて人生の 
次のステップに踏み出すということは、生まれ育 
ったこの土地から新たな広い空に羽ばたくという 

 
 
 
 
 
こと。この「ふるさと・潟上」で培った、生きてい

くために必要な様々な力や知恵を自分の判断で生

かしながらたくましく生き抜いていくことを期待

している」とお祝いの言葉をいただきました。 
 教育委員会教育長 工藤素子様からは「社会が

複雑・多様化する今だからこそ、まずは相手の主張

を最後までよく聞くこと、そうして受容した上で、

自分なりに情報を整理し、必要な批判や判断をし

て行動し、その結果を必ず自分なりに省みて、周り

からの客観的な評価にも耳を傾けること。こうし

たサイクルを大切にして、更に成長していってほ

しい、あきらめないで、様々な人やことがらと、関

わり続けてほしいと願う」というお祝いのメッセ

ージをいただきました。 
 
 校長は、式辞で「様々な『つながり』に感謝し、

今あるつながりをさらに強くするとともに、今後

は、自分とは異なる考えや多様な価値観・文化との

新たなつながりをつくり出してほしいと願ってい

る。様々な『つながり』は、新たな可能性や挑戦を

もたらしてくれるはずだ」と述べました。 
 急激に変化している現代の社会において、様々

な業種、企業、人、世代、データ、機械などが「つ

ながり」、新たな付加価値や製品・サービスの創出、

生産性の向上、複雑な課題の解決が図られている

ところです。「つながり」は、自分の人生とこれか

らの社会を豊かにするためのキーワードの１つだ

と考えています。 

 

 卒業生を含めた中学生たちが、近い将来、その先

何十年もの期間にわたって社会を支える存在であ

り続けることを考えると、家庭・学校・地域社会の

様々な大人たちが、子どもたちを中心に据えなが

ら、子どもたちの健やかな育ちと学びを願い、互い

に手を携えていくことが重要だと考えます。今後

も「つながり」を重視した学校運営にご理解・ご協

力いただきますようよろしくお願いします。 
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の行事予定

６日 (木) 新任式 始業式 給食開始
７日 (金) 入学式
10日 (月）身体計測 聴力検査 集会指導
11日 (火) 知能検査 学習集会 交通安全教室

生徒会オリエンテーション・部活動紹介
12日 (水) 個人写真撮影 ４校時限
13日 (木) Ⅰ期時間割開始

14日 (金) 専門委員会
16日 (日) 部活動休止日
17日 (月）松陵オリエンテーション
18日 (火) 全国学力学習状況調査（３年国数英質問紙）
19日 (水) ＰＴＡ総会 授業参観 部活動休止日
21日 (金) SC講話（１年生）尿検査① 眼科検診①
24日 (月）学級討議 職員会議 部活動休止日
25日 (火) 全国学力学習状況調査（３年英話すこと）

眼科検診②
27日 (木) 標準学力検査 保護者・コーチと語る会
29日 (土) 昭和の日 市郡春季大会１日目（出校日））
30日 (日) 市郡春季大会２日目

生 徒 の 活 躍

◇令和４年度 わか杉チャレンジフェスティバル

中学校の部 優秀賞（参加者９０名のうち１３名）

佐々木真也子 １２月 ７日

◇秋田市中学校冬季バレーボール大会 準優勝

第57回秋田県中学校冬季バレーボール大会 優勝

ブラウブリッツ秋田バレーボールクラブ
佐藤史希 米谷亮汰 ２月２６日

◇第３７回柔整旗争奪全県小・中学校柔道大会
中学校男子団体の部 第３位 ２月２６日
優秀選手賞 中学校男子の部 伊藤煌真

◇令和４年度潟上市スポーツ賞
【栄光賞 団体】（柔道部）

監督 秋本謙逸 コーチ 三浦雅幸

選手 佐藤陽奏太 安田未来 佐々木開世 鈴木大雅

佐々木道和 後藤英貴 櫻庭 漣 吉田充希

【栄光賞 個人】（柔道部）

選手 佐藤陽奏太

「堅忍不抜」の誇りと高い志を胸に 大空に羽ばたけ！

３月９日（木）、本校体育館で第７６回卒業証書授与式
が行われました。４年ぶりに、来賓、在校生が見守る中、
学習、行事、部活動、生徒会活動等、８７名の仲間と３年
間を共に過ごした卒業生は、「堅忍不抜」の誇りと高い志、
これまで自分を育ててくださった方々への感謝の気持ちを
胸に、高校での更なる飛躍を誓い合いました。

卒業証書授与 最後の呼名

山田校長から一人一人に 思い出を胸に、呼名する担

卒業証書を手渡しました。 任の声も潤んでいました。

送辞 生徒会長 安田凜子

答辞 前生徒会長 木元瑛太
旅 立 ち の 歌 部活動等、様々な場面

最後に、喜びも苦しみ 卒業生合唱の「道」と全校生徒で歌い上げた「旅立ちの で、たくさんの先輩方が、

も、共に分かち合った、３
日に」。純白のマスクを突き抜けて体育館いっぱいに響き

話しかけてくれました。
年生のみんな。当たり前に

渡るハーモニーは、一緒に歩んできた仲間の温もりととも
私はそれがうれしくて、

一緒に過ごしてきたからこ
に、一生忘れられないものとなりました。

いつも明るい気持ちにな
そ、今はまだ、別れるとい りました。３年生の皆さ
う寂しさに実感がもてません。今日、私がこのように清 んがいてくれたから、今の天王中の温かく、明るい雰囲
々しい気持ちで、この場に立っているのは、みんなとの 気がつくられたのだと思います。私たちにとって皆さん
３年間があったからだと思います。日常の何気ない場面 は、「こんな風に、全力で行事を盛り上げられる人にな
の一つ一つがかけがえのない時間でした。この仲間と３ りたい」と思わせてくれる、憧れの存在です。私たちに、
年間を過ごし、共に卒業できることを、私は本当に幸せ 団結することの大切さや、協力することの楽しさを教え
に思います。 てくれたのは、皆さんです。
今、私たちは天王中学校から旅立ちます。それぞれの これから歩く道の先には、多くの困難や葛藤が待ち受

道で立ち止まることがあるときは、「堅忍不抜」の精神 けていることと思います。しかし、皆さんが私たちに教
を思い出し、進んでいきましょう。 えてくれたこと、共に作った思い出は、皆さん自身の中
今日まで私たちに関わってくださった全ての方々に感 に、しっかりと刻まれていることでしょう。皆さんがそ

謝するとともに、天王中学校のますますの発展を願い、 の力で、行く先に立ちはだかる大きな壁を、乗り越えて
答辞といたします。 行くことを、私たちは信じています。
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